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規

日

療
、

曜

病
養

日

氏

第

設
床

）

名号
２

でび第

人及則

法称附
氏１

と者第

る表条

あ代

届所

更住

、の

は名項

き

る所
あ務
で事
人る
法た

、地

月は在
き所
との

年

図 ２の の上 式以 様１ 号

す 目付 項添 当を 該面 の

氏許
置

てと じこ 準る に

項

名事
可

を

でび部

人及一

法称の
氏し

と者更

る表変

あ代

定

名規

、い

は名た

き

〕
に
よ

医職

師
、
歯

主

科

〕
５

日

本
届

棟

各

出
に 病階

伴 ）

病変変

る
す
入
記。

種
床別後前

病種更更 床

４

一旧

で

名の

平
病

〕
、
次

構
の
物
建

構

医
師
、
薬種

剤
師
、
看
護届

婦
そ出

の
い 別 室

他定

変
更

の

す 病

る
事 病 床

項 床 数

種
別

床床 他 と病の ご般そ 別

の の床

病病う 療ち 床床療 養 数

型養 病病床 床 床床群

添
別

図数
面床

病
神

精

造

要
概
造

階

）
体

総

の
従員

業
者数

人 の
定
員
変
更変

の
あ
っ更

た

病
室
の
名
称

病

核
結

床床

病
症
染
感

床床

り
お
と

の

床床

病

積
面

築
建

数

四

べ
延

職
種前

の）

人 み

床

）

数

床 計床

合

積
面

築
建
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次 に４

の 別 改 別
よ 記 め 記病

う 第 る 第 人床

に 八 。 七数

改 号 号 」め 様 様
る 式 式 を。 中 の

道 公 報

別収人

記
第容員 ッ機を

六 本ク能変本

号 届ス訓更届

様 出線練し出

式 に装室たに

の 伴置、と伴

号外第

病医本な法

床の

２３４

出床師届お定

添種病届
種病数、出、施

付別床
び別床の歯に定設

す及
平病ご数範科当員の

る
面床とに囲医たに構

号

考１
備

のつ

設に

施図

定面

法平

構い

月 の 染

一 ４
日 の 床 症

を 事
項
中 結診

患

日

核収療 者

曜

定科 床容

日

」別 一員

６別

の記

事

床

第

項八

中号

容式

」収様

に施」

改設

を め」

る別

を 。記

入第

病数

い、談きう

の 法調話は構

床

定剤室、造

の 施所、構設

事 設、食造備

項 給堂設等

中 各食及備の

浴概更染

科施びの変伝

をな

門、室要が」

専設
の消）

を 診毒を記い

師り変造
察施い入場感

で、、更設

図数の係内
一あ薬従が備

は）病る
数般る剤業なの

縮を床
示に病こ師者い概

尺明
すつ床と、の場要

の
るい及。看定合に 分

本い １
こてび護員はつ

養そ変欄て 以
と療婦に

他が記 の

病の更の 上
。

備
設

造て

ののあ載 も

床

要
概

の
た

っ
あ

の
更

変

を

床 般診

に 療

改 科

め 療別

る 入

。

」
数

床者 養患
院

に

式

」様

室号

所８

計

に」

、
に 収

改 容

め 人

、 員

同 」

様
式 を
の

るは症

室設うす合染

入

記

手び）こ、」

、及。

術洗のと
に 構。入 室

改 、施造を
め 処設設要
、 置備し

同 室療のな

様 、養変い

式 臨病更こ

の 床床又と

検には。

の

要 と

総従っを の

査あ各

な 、

は者職し し

和業た
こ 室

変定にい 各

、の種
。 用

前にいと の

更員つ

けてみ

おいの 途

につて

あ

そす に

旧載 室

る記 病

）
み

の
の

も

のる

、

ッ２療 エの
条病又診

床
線定
ス規院は所 クの

４ 所
の 定
事 員
項 」
を

事長
知所
道健
海
北保

施っ室

の 設ての

事 、は用

項 エ、途

中

記
別

別 別第 ２

記 記 い行

第 第号 自てっ

十 十様 主当た

九 八式 検該場

号 号

は

のと て

他こ っ

査許合

病床
病。

記
別

別 別第 精

記 記
第 第号 病

十 十様 神 床

七 六式 数

号 号

別 収

記

容第 月

十 患三
号

在 をり
置よ
装に名所 日

けま称地 付出
えけ
備届

たす
の。
で

住氏
者
理
管

様

療
医

、）

様 様 可は第

式 式 許、

及 中 可届検条

び 出査患関エ

別 届）結者係

記 出を果収）ッ

第 ）受を容

二 をけ記定ク

十 受た載員

号 けし」ス

様 たした

式 を た書線

を し）類病

様 様 感削

式 式除

の を 染

備 次
考 の 症

の よ
事 う
項 に 結

を 改
備 め
考 る 核の 。
１

者

様 現

式 在数

の
１ 」

の

の
事 入

項

院及 月

び 患同
様

第
法

者 日

項
３

第
条

及
び

） 医

五

月
年

所名

行
施

法
療

次 た事を床装

の ）項添数

よ 事に付」置

う 項係す

に に がるる備

改 改 軽検こ

め め 微査と付

る る なを。

。 。

こ
ある
です

の施
も実届

てと
っ

の 一事
項
と
し 般

、
同
事 療

項
の
次 養に
次
の

式 現

の 在数

２
の 」

の
事
項
を
次
の
よ
う
に

第
則

規

者。
請う

申い
、を

日

印

おを
に）

よ
う 計

に
加 床

え ）

る
。

改
め
る
。
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紙
別
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１

務連紙

事の別
者

エッ

別

連をび

の先及

上絡１

絡記

製型台 先載紙

号外第

事管名 務

意氏 事連注１
載 の先者記

上項理を 絡

こ 務

名る 所実及氏す
の

は

号

備
平付 成
十
三年名 年
四

□□□□□□□

所
場

用

治そエ在診診診診

□□
部療のッ宅療療療療

胸

出
格

集用他ク用用用用

□□□□

影視途

撮透

力

直透乳歯移

最管最管□

圧接視房科動

大電大電

電電撮撮撮口型

管圧管

数 はす２及 、るを

作び

当こ添

ッ
エ

該と付

ク 届。す

者ス 出る線 にこ管

関と

名式数
球

、と 者び

に
会

照
る

す。

属名法

所療 氏 の医。 在

行
施 地

令
第

第
２

の
条

４ ）
月月 一
日

日称

日

曜

日

検ス□高放放放
線性

用表線検エ射射射

ル照照同

間在診診ネ線

療室ギ射射位

接治療車

置具素

影用ー装器元

撮

用

深手射使使使

・□放

室発室室室

部術線用用

使

）病置

用□装

療生

治

□室
用

室

帯 法携 圧圧影影影内

□化□影型 消撮

断器骨直
□撮 ））））層用塩接

－－影血量歯影

撮・定

－－管分科

管最管最用析用

電大電大□・パ

そノ透

の□ラ視 流管流管

電電

影血断口 流流撮他輸マ
内

血撮法 用層

答
回

し
対

台

き
で

・

病
る

管 院

球

づ
基

に
項

１

所
療
診
は
又

く
届

月
年

た
れ
さ
載
記
に ）出

日

ッ
透エ装

障害の防

）

等 液影撮

ス
視ク

影 ）照

クス線

）））））射）

過
付ろ

エッ

務
実
の

ー
カ）

気率
ス線装置の

者
理
管

線

エ管び利外ス

エック

容射線エ量

ッの照用の

ス器筒すッ

ク

用線置

焦又を照受受

皮で 術 当防像 像 点は手

膚止器 中射 該器
を 焦に
使通 すの 点 間
膚過 る接 用野 距皮
離

し 間す

絞時 る 距イ触 が
離た ン可 場

ッ タ能下 満 以合エ 未以

照ク ー表 、に 上でり は

乳上照患以の警

加板

と

場 房 内者 射報 記下

口定
撮外な 法へ 装装 以に 格

及付 撮の のる 管合 置置

造 電 影びき 入は エ構 影

用ク治透 射、 用ッ

線 ス高 療視 圧エ

エ線 ッ用時 線量 装量 ッエ間 率 置率 ク

分 ク算 スが 、透 クッ積

以用上エコ高装定

マ

ス
格 のッ圧 記ン ッ 下エ電

内スッ 以ス 口クエ デ ク

ス 装サ 外 法線ク 線管 ン

影置の置式線置電 撮装
１にエ１な充とか下圧

電き
５ で状装に

ッら

なク で

態置 スるでのな で 線 る照接

定をッ定

線及のいク空

のえ スク 格格 下超

以ク
療治 線電電 治るス 管管

用療 圧線圧

装 装
エ用

ッ置エ置

５な装５なエ１なエ

置
接

クク で でで の

ッッ

るるスるス 触線線 可

効圧
電 実

管 大格

最定
可

触
接

荷の
置 負装

働

射な ロ面 なス

構 ッか る以線 るる す装

ク）置、ら造

こ上は 装

輸視

・・・

有有有

置と

以スタ

以 線血制 線

用御 線イ

装装 下

血装 装マ

置の置液置分置）ー

下
有有

量量量量

当当当当・・

以 管射触る

時可 時 焦構

時下 点 構以能構 以

面以造の

外表 下時 以か

・

有有有

下造らに造の

管管
・・

能

点

表 時時時 構構焦構焦

下下下 かか

面 以以以 点

に造らに造らに造ら

か か
面

表
能

・・・

有有有

ら

）
週

六

無無無 無無

）） 上 上上上 以 以以以

無無無無無無

） ） ）
月
３
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集
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胸

防措置の概

管移エの照受

道 公 報

ク
ッ

撮エ装

設備及び予

エ上エ移中

用線置
ス

影

用歯層移

号外第

定以用定超

関する構造

被照射

号

止に

最エ

照 ば過月

射の く板生

一

距 体 射がを

日 遮 引 離 周 に

す の き以抜 に 囲断 つき

おか
れ 箱下る い
状た日

のとイ て
１に

しン き曜

へくエ 下タ ゃなに ば 以
に日

物にロ ク ない射るッー

器 点型保触 ッ像 焦動

る

び能 ス管の 射 及及可 ク

面 装次 状 患携表 線一 び

護か か型置況防 野 者帯

絞 ２保保保しら ら

ゃ

りい 管場 上の へ 以管 管

る理は離 な所体 に管距

動に

装お 操装 場の、に

型型使 撮記 ッッ エ科動

ス クパ及及用 クク ッ用

線線 スノびびす 影ス以

エ 装装 装外 線ラ携携る

型置の置型ッ

装マ帯帯
ッス

エク

置断置

焦 焦 焦

ク線

皮皮 以以以ス装 点点点

膚膚装は 上上上線置 皮

エ 間間間置、 ににに 膚

る 距距距びッ

ななな並

るる

ッる 照格格 口筒下エえ

端口ク口 射管管 内のの

撮に内ス内 体電電 射法

周影お法線法 圧圧

用け撮装撮 囲野エる影置影

散

ッ照 の

焦 ク射焦 絞

線以以 線の点点 乱ス野
置径 しり上上 装直皮皮

６間間 のが ゃにに 膚膚

装 へなな 場

いるる 距距 合

射スで 照ク
大ッ

野線
をは
当
超、
え
る該
時 部
分以

な
可 分に 触 部

下 接 の
の

かつッ 構ス る 表 通
能 を

有有

造らき造のク
線 構 構置い 施 作方

無無

・・

□□□

造所錠法置のて

他

ッッ置の

エエ装そ

□
ススキ 有有有 ククの

・ 療療イ

診診ス

線線ー
の

内外チ

室室ッ ・・

ク

名名理 無無無 室室管

線
手ス 構構構 離離離に

有有有

が造が造が造術

以

無無無無

・・・・

有

が造

、下 装構構 離離 は

有有有有

置置照）が造

面 過

無無無無

・・・・

要

無
・

有
たら造

か し構

に関する

予防措置の概
放

ス線障害の防止
射
線
診

造設備及び

）））

：：

の他エック 置の概要構

居を入

そ

管理区域境界

護
防

実管管住院

理区患 措効

る構造設備及び予防措
す

出診診照照用

に関す

具場 療療装器る 入射射

クス線障害の防止

口置

診エエ

診療室のエッ

の厚画

材療ッッ

質さ壁

ックス線

ス 等室ク 及ク

者 以

事

月従
療

壁

診画

エ

置 す

措
護 と

防
の 下

等

者 置線理

防
線 防

射
放 る

域 量区区

射域３ 域 を及の 放放

び被 射

線で月
敷ば 線へ

以 あ 管

す 理る 月下 理地く の 管

る 制責下旨と 立 以 体境
る の実 任 をを と入す 界

合

防 る実効 者示 示制 す

エ放

は使の の用用又を

射療び ッ

診及使線た 放
線上の 室 ク用め 射仕源

照の 壁・の 線紛 材 スの

装地や 保放 照目 、失 線

の管射 射 置等放 等 射床

線 装等 き 突 使す置 器が

等

中物のを 起ま 用具簿

線障 出監のと線 ス 週 び

療 側下の 壁診害 外画 以

でに

で止 と室 入に等防

口視画要 けあ必 す区

お
防 実注 旨 さな るるる 壁

天

等

示 のた事 効

を意 れ

）
等

具 措

用
護 護

室

床

療

蛍

□□□□□□

置

光

防防防そ

ガ

護護護の

立袋線ラ 有衣衝手他

量ス七

計 ・量
計線

護 組護 効線 のす 防限 す

置を

措 織措 線量 選標措

有有有有

図任置識置量

測 置

・・・・・・

有有

又く認 な の、少確 のの

る器

構 ぼす 表い 使作定
有

有

示は用み造成

核

名

数器

、定 有有有 種測

操 線項

護

・・・ ：：

量

室識示
掲 標 作 量措の す

有有有有

有

扉窓を置

リ

名井

）

・・・・

ン
グ 無

）型
含

無無無無無無

）） ））

・

無
・無

）

・ 無無無

）

無

無無無無
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ッッ接平）
壁 事エエ隣

名図
の クク室面。

等 項

上び
側 線線、及

外 スス
及面
で 療療階断

ま 診診

の に室

号外第

ク及療

エ従科線ッ名診

す師師スびに

ッ事医技

ッす

スる、又線エ関

ク

療診師クる

線医診は技

歴

療、放療のス経

診師
に歯射エ氏線

号

放 平
成射
十線

三診

年療

四

表定 者

覧び 作

一及 製

付

数
球

管
式力

型出
、格

名

射

とし装布るのいで放
療線

居た置図漏構て診

住縮とえ造使

理

区図移保い設用放管
線責

域と動管線備す射
場照任

、す型場量がる
令合射者

敷るエ所の法
定のも装の

地こッを測
記結基含置所

境とク明
線し果準む又属

界。ス
。装たもに。は、

及）

種

病置図添適）診職

び

す用及

室を面付合。療

え添るる放び

の据をす

び図

係置付ここ射氏

関

階添
離 事室下を

距 従の
す名
るはの付

、 師医名る） 医、室す
壁 の法周と画 等療、こ
等 氏に囲

材 欄づ状面の 名基の図
及 はて並、質 にい況は

厚 従可にッび 、許びエ

氏

す受理スさ 事を管ク

従

籍及
種

職
名

月事 一者 日

ば
被

の
等

日

線
く

曜

の
量

日

定
測

所
場
用
使

途
用

を照を

がいすとと線名

か使こ示射記

わてる。
。計具し

る用とす器載
使書

面るた算をた

図す

添合しを用面

を場だ書

手付る添

付を、添すを
合す

るく術す場付

す除

と）でこにる

こ。室る

の用とはこ

図場い、と

け区線並

面合る移放。

室の置に 全た域装び る
を識位尺 の名標の縮 員

載位、び 名記の置及 氏
るを置位 記す置装方 を

と記ら記

すこ明かを

入
とた井し

こ。し天入

る

ク及図

ッ床縮

。エ、た

日番
月録
年登
録籍
登び

関
に

療
診

線
ス

ク
ッ

エ
号 そ

□□□

法
方

す

の

電

他

子
ポ

式
量含

線型
トグ

ッン
ケリ

計）

考
備 、、合型線

はは場動射

離置はッ理

距装にエ管

、、

記
別

２３４

第 る
装こ用使

号 置と途用

様 １。欄場

式

にはの

台に所

こ

診囲る

線周す

スびと

療の
意
注１

に
設
施
項該
事当

歴
経

る
５６７８９

）

療 射 療
診診診放診

３４

エ同 用用用 高性 用療療
射射射 元 ル

ネ放放位放

放装 線線性 ー素 ギ

つ、欄第

き別に

療 管１、関診 ２紙は条

高 以用療）用 球の医係

に基ネ を名にエ 上途法

ー すじいギ 用準づル 使
え
備

射 場記許放 るてて 線
ス
ク

ッ
エ

た
れ

ら
け
付

射位 診 線
射照照備同

装

素

装機 装器元 生療 発射

線 合載可

月
年

置置具器

こけ生 、る受発 はすを

等 球。室置 管とた装 １

記届 のを付 と等備 ご名

置
室こ

びる

及す

途載

用
。

と
こ
る
す

載
記
て
全

を

八

す
載
記

を。

名と

日



別

そ 紙

置の使用 の診療用高 １

平

製型成 診

十 療

三 用式年 高

四 エ

北 海

備の

意氏者そ

注１２３

を務連え５

事管名事の
けで

者記上絡付ま

項理
氏す連をよの

の載の先
と式 務名る絡記う様 実

はこ先載

道 公 報

上 定 療絡 務

又診予事連

用 所名所

使 は所の先

号外第

器法項

射療２病

第

診具第、

院 療、
用放条

２

エ性３の名 高射第条

ネ同項

号

様
事長

知所 道健 海
北保

作月 ネ及

一 ル

日

ー
ギ

び

放者

射

台エ 線ッ

日 発

ス
ク

生

名数線曜

置
装

最日 ）

エ
大

る添 の、とはすすを 者

療当こ装付 所医。、る
。等る 及法該と置す 属

応と 氏行出にこ び施届

４すて

第関じ。 名令に

ぞ

２会れ

の照そ

条る、

期称地

時
始 在在

開

第に

地

ギ元び第

ル位及、

））

ー素医
施１

射備法第

放装療条
規）称 管発療行項

線診
、規

者装器則の

理生機
置

に

住氏、診第定

診療
療用条よ

ー
ギ

ル
ネ

）

装

に回該

項し当

１対れ

るに

くき等

づで置

基答

記又別

に院る

出病係

届

の

れ療そ

さ診の

載は紙

月
年

た所

届

所名用放、り

日 ））

け

放射第

射性
第す

照位、ま

線同条出
。

射元
装素

項

診備１

、を第

置）条

放の第

用る、

療え
射で

に

及び予防措置の概要
使

の放射線障害の防止
使

ギー放射線発生装置

画１出出
口用 壁入

等

者務ら

理実か

管の１
手術室

関する構造設備

用高エネル

及用室又は

壁質

保使画材厚

の診療

設備

防措置の概要

さ

管

害の防止に関する構造

ー放射線発生装置

線障

イ遠非移

用高エネルギ

直型 常 ば射 射動

照被放
線ン

照医第

印線、条

放射線発生装放射
び予

診療

設使最発放

大射 生線

定
エネルギー

条件等

使の室
あ 側以射 外で 週入放 の

旨 と お口生

る 発 に下

線

示 実自 る るを の す け時

標 示 線護す 表 効防の動

を置数置識

装 量措

天出

用 件のび等

条等及
床壁口 室

場管

入

管
保保

錠法名井扉

施

の

の方

所

を発置 時 後隔 く装

□□

時保 操 低 不生タのの の

自 な射 す
要のー

減照 必

表 防 射

動ロ停 放る管 作

措装 か示ッ 護場 構 線止

□

の置置ク造置所

ら装

用利 時容が以 用管量

□

す 置かに 線 又

器用 間下
放 の 大 場の

な 最らい

は

量 線え構 線 用

漏射 使る

格

□□□

型所量いの造

通そ

最最最
線

子
電

力
出

所有有

箇
口

入
出他

常の
箇

有
・・・

途
所用

九

キ
の他

置の
装そ

無無無

理

・管
の
チ

ッ

有イ
ス

ー 外
域域

区区
理理
管管

無

内
等

名名

有有有有有室室

無無無

・・・・・

：
：

用室

置療術

据診手

無無

型

高
エ
ネ時週

ル間有 １ ギ

・ 、、 移放）） □ー週

生
発

型線

動射
装無

置

率

量ネ量

線エ線

大大大

ギ

率ル

線

収収

吸吸

のの

水ー水

））

量量

線

））））

室間月 用時３ 使

３１

））

月

） 分分

１１

））



隣 射び意 放及関注１２

技射項置接 線放す事装

経 の診使名 師線るを室
階 名に歴す上 氏療用、
医及

る

北 海

概要療放使科

診ーを歯
る又

高線す師

用射用医

射ば

ネ生医は

放被エ発

線く

ギ置、療

ル装師診

道 公 報

造設備及び予防措置の

エ手です合護

関する構

用場防置 ッ

術使るの措
射 射射

照使装放放 ク

室

号外第

他放射線障害の防止に
患

その

入 理区域境界居

院 住者 患 区 る管管

理域監 理者

視 の ３ 区３ 及 区

号

平
放注管 成

十実 射

三線効 意

年障線
四

室
氏の

の階
等下

師び 量

の
、囲

は周
に、

欄名
名

に
全び

る並
す況

用状
使

療量

氏

診線

氏理
の管

員

等方職

者定
事測

名

従の

そ

□□□種

の法

の及

電

専管線 予線 用 ス置

籍 子

装体理 用 ブ理管 記 線告

任 を 簿 置ーの制責 ザ録

の 源す びの の者 示 及電

図任

織 示選 設 作 使組 表

蛍

有□□

用灯成備

光

敷モ 域被 月月 防域び

装

ニ 下下 あ地 へば 以以 で

す とと 護る境 のく

界タ 立

るる をー 入のる すす 旨

効の 効 防防 措示制実実
措 標措設 線線 護護 す限

識置を置を置置

量量 措

害事

置
月を

一の
項 日

止
防

掲 必以
月 に

３ の

日

な示す
と 要下

曜

日

す識
入標

記の
を域

名区
記

明
。を

と置
こ位
るの

他び

用
療

診
た

し

録 ポ籍 登

式
グ番 月

ッン録 年

ケリ登
放

計）
量含

線型号 日

ト
ガ

る
す

関
に

療
診

線
射

量
計線

：量ス

名線ラ

置

計

有有有有有

含
型

グ

・・・・・ン
リ

有有有

）

無無無無無） 無

・・・・・・

有有有

エ
高

無
・

有

無無無無無

に関する 備の概要

ル
ネ

診療用放射 止に関す止

二照イ使画及

の放射線

設

）

歴
経

次ン等

射び 壁

る事項障害の防

る構造

照放い

照射装置

に関す

口線て 射射

用使

用放射線照射装置

無
・

個 射

製型放１及合

診療

３４５６

性

そ

付と添をの 診す。移診付手記２

室し

療る）動療す術載

用こ。型用る

診

と使書

高と装高こでた

エ置エ療

ネ図のネ。用面用

、

放の質

ー室材

ギ用の
、及

発はさ

線面厚

射図

電タ用

材 開さ
の 口厚 生

室 隔
遠

子ー天 用
閉質等

井

構

過ッ 作

床壁 操

ろロ

源

板造ク名

の が
閉収
納 用

鎖
て下 ら

れか以
器 さ時 容

いに 場１
に 態構 離 状る 距

るのな

□□□□□

途所でお造

同

□

の

当 素 作元） 位び 台計

び量 の 及
類り

種個 た数

数 者

的

） 理量台 物
半
減

すを

□□

名式期）数）

ル面場ル放 ギは合ギる添射 ー、はー場付

線

保射にる

放装、放合す

射置照

線の管線はこ射 発ア場発、と装 生イ所生放。置 装ソを装射

）

使ン記使管

置セ明置線

室ーた室体

用タし用理

とら面のを

等か図等制

置縮

装装び
居のを構示

室置記

用位を

使の尺

置

縮

面置た

平装し

の、入
井す

び天と

及ら図

図か
を及と

図床こ

面、る

断

無

・・・

有有有

添び。

療ッ

核血診放診エ

無無

学内用線用ク

医管療射
射療射線

撮放放治放ス
療有

装線線病性診

像射
の療射位室

置治照室同

吸用装元

収置素室

使使名・ 補
用室室 、 正用用

無

に射
射放

照内
外腔
体体

線
射用
放療

る治
よ線

治
療
） 用

付設組

住距添造す

レ
テ

域す備織

区離

るが図

、と令放

敷）こ法と

、
界尺基線

境縮。の射

地

適責

びびに理

及及準管

のをす者

室位合任

病方

と属

係入こ所

関記るの

。

付周）
わたを、

がし

等
と壁

こ画
るの
す囲

エで
高ま

用側
療外

診の

一ネの

〇

ー
ギ離

ル距

、 射）
放

縮示職

）
ト
ル

バ
コ

）

）

び

図と計及

る図す種

か
こを名

をる書氏

面す算

壁
装画

生に
発び

線並

添 使等
置



止に関する構造設

平

貯成
十 耐扉

三 、

年

火ふ四

北 海

施設の放射線障害の防

質入

画材厚出構

貯蔵室

等及口 さ造 壁

道 公 報

エ貯外貯画１
貯蔵

主 ッ部蔵壁

施等

構 外週 設 クとの要

号外第

防

及び予防措置の概要

使用室の放射線障害の

画１主出放使放注

置

要用射 射 壁

線意 等室線

外で障 週入発 構 の

号

使仕

線照射装

構造設備
地 、

目 壁
の の

材 室
上 用

た月
一 出か・性等

日

口器か の

のの 等 入

ぎへ

鎖構ぎ

閉

日

数備具造の

設等 の

曜

日

に

のび等の等
常の

通そ

天出建号規
当 入和第す 築該 昭）定
る 基

特 準す

第 政 法る 定 条 床壁口年
行火 第火 １ の施防 令防
設 項
に備戸 井扉令

に下 あ造 側以 ス蔵区で

け等 装さ

と るお部 線画

実
る 置方れをの る

す 旨

線護 す火 効 のた防 示耐

識を置造

量措 標構 使構

有
用法造

下時

あ害 側以造生事

装

防 と お口の項

るの 部 に

動の るを止

す自 け等旨

効耐 防の表示に 実
るの

装標要 火 線護示掲 す必

を置性数置識な示

量措

出はの 等等 床

常の
通そ

口，が 物ま 入起き 突す
造

及構
みい の

ぼな
く少

有有

口箇
入

出
の他

扉び

所有
無無無

・・・

所途
箇用

有

室 ：蔵 名貯 置

無
・

有

・・・・ 蔵
貯

・有有有

器
容

蔵
貯無無無無

・
箱

口箇

構入

火出

耐の他

）

・

有所有有有

造

・燃・・・

不所途
箇用

た
い

無用無無無

を
料

材

する構造

）

無
・

有

造
構

画１放１場入

防止に関
線院 室 壁射

に合 等

備及び予防措置の概要

病室の放射線障害の

設

室

画及病の

放射線治療

の概要

無
・

等の構 び 壁

器の構

造及び予防措

置
搬
運が放運放病

運搬容

搬室 射

射 性 時

注

防措置の概要
）

容数 及貯皿射

貯蔵容器受放 箱

備及び予

意 、 貯量放

蔵
閉扉お

治
病名の者

外療 週２患 の

防 表でに に下以 室 側以

面る すを け付 あ と お上
院 仕を 実

る旨入護す る

上す 線護さ措 示 効る 防
置識る置示

標 量措せ標

床 材さ、造 の厚壁

げを

突上が平浸腐

質等等等

のでし 少透 起材滑食

出

く に な 、目、に し 入物

く ぼ等体い 壁口く地気

す液料 のく みの・材 い

がつの

びき体で か 構 及

同 の

壁仕ま造

位器 １及 線

元び で治

天 室 療 のあ 距時１ 素 の

旨 下類病当 に種る 以 離
るり びを室 に け及た お

る 効量のの 実数示 な床

量表床 標 構名 線の病 す

線 率 蔵

率造示識称数井

の障 び容 が 時吸 射蔵

事 性収

害 １器

同数で材

の あ の位等項

旨 以元の 離時量る防 距

に お素のを設 下の に止
掲 る必 なの備 示 けに
効構標要 器 種 実る表す

線造類示識具な示

け
、

た 鎖ふ
る 等

下 備時効
以 放

実 開時 設
・１に 線

の

造

離構 率 距 器る の量な

・・・

有有有有

具にが

・一
一

無無

・・

有有

無無無無

床

・・・

・

有有有室

・

有有有有有

室 無無無

有

無無無無無

・・・・

無
・



診

意射室厚わ

注１２３

と及療
か 事装隣装ごさ

室使にび用
る 項置接置

射
面 使名用線縮放

図 を

、のを線
を 用、室源尺

付 る階放位記照
添 す上

す 医及射置入射

北 海

置、療名

診装師診氏療

射び関 用を歯放及
に 療

る 射用医線放す 放使科
る又師線経

線す師技射

射医はの診歴

照

道 公 報

放被

止に関する構

概要
放

療
診線く 射 線射ば 射放
線

号外第

造設備及び予防措置の

その他放射線障害の防

入 管理区域境界居

院 住

患 区 実る管管

理 効域 理者

量の ３ 区３ 及 区 線

号

平
放注 成

十射

三線意
年障 四

線た置
る 師び線、し装

の階療源縮使
こ 等下治

氏の病か図用と

天す、図 名室室らと室

に、び井る放面 欄名及

と線、 は周貯、こ射は

の施及。治線 、囲蔵床

病か 用状設び）療源 使
並平囲室ら す況の周。

画び距 全び面の及の る

蔵

の管及壁貯離 員に図

氏理び等

者
事療量 防

従氏

診線

及

防
の用事測

名 等
護従の

法

等 措等方職 護具者定

□□□□□□種

置）の

そ

□□

蛍電

の

防防そ

光子

被 月月 防域び

籍 護護の

ば 以以 で敷 を域
へ

下 あ地

のく 下

す とと 護る境
界 立

る すす 旨

制 月実実 るる を ３入の

護 す限 以効効 防防 措示

量量 措措 標措

下線線 護

□

す置識置を置を置

と

か鉗
ん

害事

子

月
一

項
の

日

掲 必
に

の 止
防

日

な示
要

曜

日

域面外設） 名区断の施

ま居縮 記の図側と、 を

及 す識添で住尺 入標を
位す距域び るの付の区

こ敷位 と置る離、方 こ
。を

地を

記）境記

明と
た用び及し

し使並界入

療等画病縮

診室にびた

番
録

登
籍

び

用の壁室図

他

号

ガ式

録 立ク線ラポ登 衝ス他

年 リ量スケリ

ン量トグ月 ー計線ッン

計線型日

量含

グ射

ン放

リ計）

型線

含診

）療 ）

に
関

有有有

セ
ン

ピ
・

る
す ）

・・・・・

□
ト

ッ 有有

衣
護

防

のと

無
・

有

無無無無無

係る

射面の関す

放図等

要

、

照各質がこ

線は材

関する構造設備

置の概
器具使用室の放

防止に

仕画１出使放注

線照射

材用射 壁 上

意 等

射線障害の

及び予防措
用

使画及使

診療用放射

等室 び 壁

経
歴

器具に関する事項

）） ）
も

の
下用使

照射 の
そ

診療用放射線

３

放型１合物期 診個 射理が 療当 性的

用

射
放

。用
）療

。診
と

４

の室線 照

以事 地外で障 週 目入 の

項

るの のに下

等あ害 側

ます け き旨防 と すお口
の示に 実 がるの るを止

い線護掲 す必 な効防 少

置数識な示

構量措標要

造を

等床 用、 材さ壁 の厚の

室物

入起
突

天出は
等

質

び
及

み の

ぼ
く 床壁口、

貯
大

最用

の

□□

名井扉

量
数場 定

予
蔵

□□□□□□

））途所

位減以 計 た 同半日

□

放

元り 射素年１ の 線日 数 の数間 照

最 量 種使

射

大 類用

及予 器

び定使 量 具

）用 物数 ）

的及予 理量

定 び 半

数 減個

使
置

装
射

期式数））量 法
が
備

設
造

構
の

等
室

用

入
出

の他
常の

通そ

の
令

有所有有

口箇

無無無

・・・

所途
箇用

診□
線

ス
ク室
ッ術

エ手

有 療
室

・

室・
名

射療

組腔核血診放診

無

学内用線用

織内医管療

射

照射撮放放治放

内照

線線病性

射に像射射療

よる置治照室同

によ装
吸用器元

る放の療射位

射線収具素

放射

使使 線治補
用用室室 、 治療正用用

療
用

を
と
こ

る
す

合
適
に

準
基

示

一す

二

、

））

添
を
書

算
計

。
と

こ
る

す
付

）



運搬

概要造及
置の

平

器受放注運が成 搬十 射 皿 数貯時 、三 蔵線の 意

年 障 容１ 吸

四 収

北 海

造設備及び予防措置の

貯量放

貯蔵箱貯蔵容

耐扉閉扉距

蔵 離射 率 、、

火の に性 ふ鎖ふが 時

道 公 報

障害の防止に関する構

口造 入
出構

貯蔵室

線

号外第

貯画１
貯蔵施設の放射

主画材厚 蔵壁

施等

壁質

構 外等及 週 設さ の要

号

量器事

クと

ッ部

エ貯外

害の月 で距時 材

一

項以 等 あ離 の

日

け 止 旨

お下 の のる防に

示実な 備に をる のに 設

す掲る ・効 必 表

日

な示率造
量 標構 器要線

示識具曜

日

たお同 １ た

等け位 等時 設

性の

る元 開以

以 放実素 下離時 備 へ距

・お 時下 効の に のに の

る ぎな のけ 線種 なに か
等実る １ 器量類 る 構

が造線造び

効構 率及 構

該出か・

の等

造の具の

建第す
当 築ぎ る

準の 第定す 条 基等 特入

防 項火 法閉 １防る口器

規備 行設 火 に設の 施鎖

令定に戸数備具

側のび等 以 で

常の
通そ

と るお部天出 に下 あ造

実
る をの る入 す 旨け等

護 す火 効防 示耐床壁口

置造井扉

量措 標構

の 線

れ

装さ

線画

ス蔵区

識を

有
用法造

使構

のた

置方

無

・・・・

有有有有

装

・・

有有有有有

無無無

の他

無無無無無

・・・

有所有

口箇
入

出

有有

無無

・・

所途
箇用

名貯 置

無無無

・・・

有

・
箱・ 蔵

貯
・有

室 ：蔵

害の防止

）器
容

蔵
貯無

放

その他放射線障

入

放 射 院

線 患

入放注管理区域境界居

）

意区 実る管管 院射住

防止に関する構造

概要

画１放１防

射線障害の

病の

線に の構

壁射室 室

等

放

設備及び予防措置の

画及
放射線治療病室の

概要
無

・

数等
び 室壁

病 運放

容器の構

び予防措

射 容 性射 搬 射
放

者診

以従 被 月月線 療 の ３３

護 と者 く 下下事防 ば 以
るるの用

る すす等

す と

線 護護護具 効 防防防

実

置を置置）
等 量 措措措

患域 理 理 線効

□□□□

域 者事び 量区 障及 区 線

で敷 を 害域 防

の にへ

あ地

の 項

護る 付防境
界 立 止旨

制 月実 にを ３入 すのの
線 す限 掲 必以効 措示 る

識置を

と量 標措 要 標下

治２ 壁

示な示す置

以護 床外療名 週 、造の

を に下室上 側 等等以病

入 滑食と お 平浸腐表で

し面る院 でしす け 透あ

気く にる旨さ措 、にる

る 効 く 体い防 仕をせ 実

料上す場 線 く護 ・材示

の置

体で標合 量 か措 液

及の厚

がつのげを置識

突上が 室
１質等

び材さ

た入物の少 当起材

天出

等 床壁口く地 りな 、目
構 及す の 病みのい のぼ

同

数井壁仕ま造

びき 床

療 のあ 素で治 元
位器線

示

びを室 及旨 類病

種る
識称

表標名 のす 量の 数

防防防

示

か鉗
ん

袋ク

・衝手ス

子護護護

ンリ

ピ立
ト

ッ 有有ン

セー

防 ・・

□

一

護三 衣
）） 無無

・・・・・

有有有有有

・

有有有有

無無無無無

・

有 室

無無無無

・・・

床

・

無無

・・

有有

室無

）

）



手

射線びかと

２３４５
療術

る 隣器源縮診。診
。用室

図 接具の尺療）

記射放、

面 室使位を放
を 名用置

添 、室、入線射

付 上、線し照照

器装等 す 階放源た射射

る 及射か縮

北 海

、療名意 師診氏療注１

び項療 関 歯放及事診 に
射る放 医線放す用 科射

診歴線 又師線経射 師技

射
照 はの

道 公 報

射用
放使

用を
療具

診器

護射医 防照る

る線す

け
措

号外第

備及び予防措置の概要
です

放被手等用

構造設
く

、時場

室一る 射ば

術
的合 線

にに

号

に関する

平
成
十
三
年
四

使一 こ び線ら図具置で

す用用時 と 下治天と使

の病、る室室的

階療井

使 面 室室床こ、等に 図
射構用 は 名及及と放の

周）線造す 、 、びび。

囲蔵囲。治設る 線 周貯

が合 か

の施の療備場 源

の壁室法に ら

状設画病

の、

並平等及令は の

況
図外貯基放

び面のび距

管及側蔵準射

離 に
理びま施に線

等
師

医
る

す
用

使
を

具
器

選

氏 置

、
は

に
欄

名
氏

の

管

線名 す線

射射

放示放

制
織任職 体

責 理組理 管

診線

籍及
種

を図の任
者

使お

以射

他実月照を放 療量

線 患下器射 従の確 効 の

のす線 事測量 者と具認
る 被る紛

を のす

測 者定

ば防失た
定 等方く護やめ す措放

□□

の法る３置置の器

そ有

□

の

電
子

月
一
日

日

曜

□□□ 日蛍
光

そ

合理

） 区側で設適管

の

図距居す体

、 域面のと

を

尺 標を離住る制

縮 の

及 識添区こ

域と示

方 位す）、をす び の付

地す織 位 置る並敷示組

明とに境計図 を をこび

記画界算と 記

を射 し し図壁及書放 入

はの病添線 た た面等び

理 図

療、材室付管 縮 診
全

る
す

用
使

用各質のす

こ
る

す
入

記
を

名
氏

の
員

番 月
録 年
登 録
籍 登
び

と

診
線

射

・・放
号 日

有有

他測

る
す

関
に

無無療

ポ定

式
トグ有：

ッン名

ケリ器
・

）

無
・

計）
量含

線型

ガ
線ラ

他

計
量

計線
量ス

関る責 と

）
含

型
グ

ン
リ

射ご厚係こ任 す

放室、

こ。の

線とさがと者 る

の放射線障害

照に及わ

ガスクロマトグラ

機器

線源収 数機

性同位元素装備診療
。

機に装

分析装置

射

線源収納容器

塩定量

療機放

歴
経

１６

装骨

備装数機機以機

器に関する事項

）

無

す

放射性同位元素装備診

）

す
備

製型台用装

そ

所の 属４

職
、

放

及
種

射

び性

耐線かお 器

量表源

れ 以 が容 面、 時をそ つ

実源 下に 火 の易線
取の

効りが にな

な外

以量が落 るい し 構 線脱

造ずる造

き 率す 構構 で
、

下が造

備 器

す 表 の耐線かお必

距源要

そ面 つ

放 に容に 時、な 離る を
に射 お以火放 易線注 れ

線 る性 取 下の 源射意 け

項 外障 実同 な にりが事
の 線い害 し位 効な構脱
す掲 構 で 量の元 るが落
る造止示の

き 率防素 構

る器 器 備器

、

が造造ず

の る

使 放面 を す下 量表
用 性放実に用 が 射使 又

線 同射時 効
しな
量 性 は 位の

率 な

元同

いがる機

素位

器 元と 以構 の

か 数素き

放
る

量）の下の時造ら

種
の

素
元 者

位
同

性
射

作

□□□□□

名式数途類

氏同 名位 を

元

載
記

素

し装 た備 書診 面

療

添
を

機

付器 す）

・・・

適有有有

と
こ

る

・

有有有有

否無無無

・

無無無無

・・・

否無

・・

適有

骨ガ
塩ス
定ク

血 分マス □輸 量ロガ
ク 用 析ト

血 用グロ

□ □用グ 照 フト 液 ラマ

輸ラ 射
装フ 血用 置

） 用

骨 血

塩 液

。

定 照

一
四

）
置

装
析

分 用量 射）



療機器使用室の

の概要

素装備診

平

画１出放使放注成

射 壁入十 用射

等口三 線意 室線 のの年

外かで障 週発

四

北 海

性同位元

及び予防措置

に要び 壁

使主画及

放射
材 表さ 構の 必 器厚 等 機
要

道 公 報

閉

血用血液照射装置

要

し器 射

源収納容器放機
開 り 器線鎖 お機取機

号外第

設備及び予防措置の概

機量線
輸

する構造

機必装

器 器率 備
すか耐線か 要 表が

な６ るら源

号

の防止に関

入じ

導にね

納容器

フ用

あ害 側ぎ 以生事月

に等 下時一

と おのの項

るの

日

る鎖を止

す自 け閉旨防

備 防表示に 実設

る動の

線・ 護示掲 す必 効

日

置識な示

量器 措装標要

を置具曜

日

天出 部 にな質等 面用造

室の 事 線

入 射意等

放注
のの口 害耐 項床壁 障り

防掲の 火

に そ発 器

耐

止示名性井

定し れ固生口設 開 外ゃ
部 のの備 がへ さ部 口時

・ きい なの て自 での れ
、ぎ い表 な て開 い動か

構時等 構容示器 い構 放

造に造の造置の具

易装

放１をつ 面

容 に、

射 注

の易線 放性火

線離取 同源 時 距に 射意

元下 障にりが 以 位以 事

けし 素構 に脱 害項お外

数る 防るが落 のな の の

る

効き 量構 止す 掲実で

等

、

に示が下線造造ず

機

排る る びよ

及に

よ 口

固

キの 閉 のへ

口器 密 出

有

等造造

プ構

ッ定 構
ャ

無

・・・・・

有有有有

不
・

有

造
構

火

無無無無

構
た

い
用

無を
料

材
燃

・

無無

・・・・

有有有有

・・・

有適有有有

無無

・

有有

無否無無無

・・

３４

無無

・

そ

周ととこの 囲。放放と５

。性面性

の）射図射。

画

診

位、位

壁同は同

療

の元線元

等

用

び意装 放及関注１２

造

接診 線放す事放隣備 射
師線る性室療 技射項射

療位、器 経 の診同名機

科

放射元を歯

元上使 氏
師

線る装用医

射す素使

被人射診る又

を放備す
師診 射ば

体性療医は

放

関する構造設備

に同機

放

の防止に

入 界居

放 射 院 住

線 患 区 管

管理区域境

放射線障害

外素源素

実る管

放

側装か装射 ま備ら備

性

療距療 で診の診

同

機離機 の

位 器器 距

元 使 離使素 用）用

）

尺構 並

と縮の ）室、室

画

区び設 に

住及造 び

居

名に歴

、位が 壁

域方備

平

備びの

装及室

素階用
室及

機の図

療階面

診下
用周面

使、側

を名び

器

付

医状添

るのを

す囲図

、療

のびる

等並す

師況

療量

氏

診線
線く

照位器

等方職

者定
事測

名

従の

射

□□種

の法

域 理者診

月月 び線 療 の ３ 区３ 及

事 へ防 ば 以以 敷従 域被

と護 と者 境 のく 下下 地

用 入のる すす等 界 立す
効 防防防 制実実 るるの

措 措

線線 護護護 限具 効
置を置置）

等 量量 措措

区 線

理 効

□□□□

置を

で を防域 量

あ

護る
旨

と標

下す 以措示 月を ３

地記令

等敷を法

す置識

準

質界し基

材境入の

の

病図適

厚び縮に

、及た
る びのすす 及室と合

さ
尺係ここ 縮関る

一 をがとと

五

。す 入か）示 記わ。を

氏にこ

面算 た図計 しる

欄理
名管と

、

、のは

は域面

に区図
位の

すの源

用識線

使標
の明、

員を置

全置位

る

ら

をたか

名し源

氏記線

他び 籍

子の及

電そ

記放

録 ポ籍 登

式

号 日

ト番 月

ッ録 年

ケ登
診

□線
射

放

計
量

線

療
に

防防そ

護護の
立線

衣衝他

量
光

蛍
□

有有有

計

・・・

ガ
ラ
ス ）

・・

有有

量

無無無線 ）

添 と

添を 図

を書 縮

無無

ここる

るす る

す付 す

付

床

る同、

す性井

入射天 す
関

。素び

と元及

こ位

）

計

）

歴
経
る



近

放射線障害の防止に

洗洗更診 用
使出入口付

で設療 検染浄 染 室

汚汚
除

北 海

射性同位元素使用室の

等画１主出

要 の壁
等 構

外 造週入 構 の

道 公 報

及用

使画質使

診療用放
、 さ の壁 厚 等の び室 壁

号外第

性同位元素に関

る事項

形年３１最使

療用放射

大 最 使貯 最 間

間大 日 月

用蔵 大

号

診
す

平
放化 成

十射

三

性 年
四

る去浄の衣室 に あ備 査

設 必 な水と 旨要に排 必

と

射 示要設備設の

放 を

定連 標器 測の区 すな 線
有有

識器材備結備画

浸腐表部 に下
側 等以造

す け等 透 滑食と お口 平
にるの 、にる し面 でし

耐 く 体い防の 仕実 気く

火 液料上線 く護 ・材効

げを置性数

体で量 か措

がつの

上が

材等床 用

常の
通そ

目

入物の少

起材

天出突
ぼ等 床壁口く地な 室、

造

びき
構 及す の

みのい

用予 使用 使

名井扉仕ま

数数 定定

予 定定 予

用 予

量量 量量

数場 数

□□□

状））））所
診放

同学

療射

月
一位

日

の
素形

元

日

類等

種

曜

日

有及有有有有

名
器

定
測

無

・：・・・・

数
台
び

の他

・・

））

無無無無

有所

造口箇

構入

火出

耐
・

有

料
材

・・燃
不所途

箇用

・
有

造
構

た
い

無無用
を

無

放治・

用線
射療
性病

用術
使手

素□
元

位
同室

害の防止に関

無無

室室

）

厚出構

貯蔵室

射線障

外貯画１
貯蔵施設の放

主画材 部蔵壁

施等

射す

照照用防貯

の概要 び予防措置

装器る護 射

放注エ診診

構造設備及 る

意用

フフ射ッ療療

室

口 さ造 入

洗洗

準備

関す

るす出

等の等

出建

特

準防 第 入基る入 定 条 築
施設 項 壁口法防口 火 １

定 令

に 規 の行火の

備 に

扉第す当戸数

該

壁質

で構 外等及 週 設 との要

画に下 あ造 側のび 以 区

す 旨け等 さ

と るお部天

防 示耐床 実
る れをの る

措 標構 構線護 す火 効 た

置具場

造識を置造井

量

放

蔵 は使の置

又を合措

他線す使放示

のた線 射 用 の放源る射

者線紛め管 線 ・す 患射

組責 等防方 管 失の理 保
簿 放射任 理 護 のや放管

具 護の織 体 置線者 用 防
等確定選 措作制 を測の

□
置）認器成を図任法

放放 ドド

線ク用 ーー

□

害線射 の事射 等等障ス

線 汚線 装放 の

照線 の項照 染射 置の

気止装射 気診 排射 空防

大従 に置装 設 拡療 の器

掲の と必の置 防事 備具

連 装及 使 要使又 の 止者

浄

□

置結な示用は用び

と

設備
設

水
排

浄の
備

設

の他
常の
通そ

備結
連

の

有所
口箇

入
出

有有有有

無
・

所途
箇用

そ有

無無無無

・・・・

護の
防

蔵 ク種貯 ス他機

・ ン有有有

ー室 リ：

無無無

・
箱 ・・・蔵

貯
貯

護

有防

蔵

・
種立

核衝

・・・

：

有有有有量
数

・ ・・

有有

無無無無）

一
六

）

）

無無

無
・

）

）

無
・器

）容



平

排成
十 以排 排排濃

三 第 度 水

年

液で水 １下 を 口

四
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器の構造及び

置の概要

液液放運画１

性排 体搬 体壁 射

容 が等

の同液

透理 こ外週 位器処 浸の

元

道 公 報

運が気

運搬容 要予防措

搬

受防放注

皿射 貯時

蔵線の 止意 、

障 容吸１

号外第

設備及び予防措置の概

液液放及

蔵箱貯蔵容器

体体 率 、蔵

扉閉貯量気

のの ふ鎖び が が 時射
性

号

項 の医 火
耐

貯

する構造

月 排と 療

一 浄水監 法に

日

化放視

め 行 のす 中施定

同設 第 性濃 則 射る る 規

能 度 装

日 位

置素の度力備

元条限

曜

日

あ ぼし素槽 側以 で

釈
希

れ種るお構 にのの に下

、 い にす 旨け 類造 くと

量 実 く材び容 る をる 及

護 す 量及 い効 料防 数示

基 量 使措 標 構のび 線 の

貯
室

造用示識を置数

表

収 器設事密

式留
内

以 あ離 の 材 で距時 害の

旨のお下 る防 等に 備項
に 汚 をる ・の構 に け 止

す器掲る 効 必 染 示実な

示率造造

量 標構 要 拡線

浸

識大具な

た１透 こ 密同数

し 等設

のぼ

に位

以元 く 離時 備れ量 へ距

・お構素の 下い にに の

い ぎなの 料 けにく材 か

使 構 等種 実るの 器表 る

具線造造造用類示

効構

閉器 の

の 等
ぎ

か・性

の

有有有

槽

備具造

設
鎖構

槽

無無無

基

・・・

×

体
面

六
設

埋×
・

有有有有有）
、

そ
・基

・・・・・式

無無無無無他
の

・・・・・

有有有有有 有有有有有

無無無無無 無無無

・・・・・・

有

備

無無

・・

有有

無無無

保管廃棄容

保管廃棄設

予防措置の概要

）

扉閉

び
定排気腐自拡排外

備 設

に関する構造設備及

濃人空医

排気

フ使排濃

設の放射線障害の防止 棄

排液処理槽排排排

施

液液

、

排排腐

水設備
廃

火の たが 体体 ふ鎖耐気

へ性ぼし 密透 こ 等設浸

か・い のに

く のれに 備
等の 器構い料 ぎ

く材 構

気 め

の具造造造用
使 構

気し大 ダ設 る体部 食動

漏で区 度にン備 濃のと

度ー れ画 あ 監く防 限パ

視材止旨 にさ 等 以いる

す示 汚 料 とくをれ の 下

構構 るす 染 設の装 いた

造用気置識造

能標 空 使

法 度が 用度気 気療
力備

で限施 常 室を中 ィ第 口

放 度 ル１時 の行 等医の

気以則 法射 立 排規 の療

下 気中第 施性 ち タ項 換

入 行同 の

力る 規位 放と条 能 ーに

場 の定す 則元 射の

性第素 同る第 濃 所 位２ 種め

のをに

時元項 条度 で 能

機気 水風

類）素のる力

度部の浄 設 排排濃排上

化 を中を開台 液備 液液

あ及装 流 採の測口で数

すに 出る置 び 取放定部

る性るお気の 旨

排 す射

示力台 た同たけを能 調

数 め位める 節

の元の構す

構素構造標及 装

ふ

） 造の造置等識び 時

く
浸 漏に

が のし
液 液食

い

に料 く

材 し に

い 透 れ

有有

造、用
く使 構

くの

・・・・・

有有有

一
七

有有有有有

無無無無無 無無無

・・・・・・

有

た

無無

・・

有有

無無無

有有有造有

構
る
き

で
の

無

に
等

く

・・・さ・

・

無

・・

有有

る

無無無よ
置

措
限

制
入

立

無



実る空均 院射

防入放注
障線中度 患線効気濃 意

量のを
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関する構造設備及び予

染室 射
放汚汚洗洗更１

線染浄
設 検に

治

に名 療備 査除２

道 公 報

線障害の防止に

の概要

の画１

治療病室の放射
病

週 、造の 壁等 の構

壁 室
床外

号外第

放病画及
放射線

防措置

意数等 射 射び 室壁

放注

び材 障さ 及 線の 線厚

号

平
成
十器保
三管
年廃 保旨

四

療 を 害放医 防 護者事 棄

射 の に性法 項

護 付防同施
位行
元規 止

の第 月 に素則 ３ 措すの
必以措 る

掲３
間の と 要 標月条 下

置示な示す置平

上 排 室必以 病去浄の衣

設院 必 な あ水入 で要に

せ 射 旨要設備設さ 放 る
す場 測の 示る な 線と を

材備結備の

標合 定連 器

有有有

識器

平浸腐表に下
側 等等以

起材滑食と お 出突上が

入面 物のでしす 少け 透
く に なる 、目、にる し

等体い防 口仕実 く地気
く護 みの・材 い効 く ぼ

か措 構 及す液料 の上線

つのげを置

びき体で量

害質等 事治

壁仕ま造が

た

病 防当 項天 室 の療

１

必のの床壁 にり の室 止
な示称数井

床 要名病 掲

管

月

備 廃を設

一

で 日

で

を 器す旨
る 容

あ 示 棄
標示

日

る識識
標 あす

曜

日

無無

・・・・

有有有有 ・有有有

名
器

定
測

無無 無無

・・・・

：
数
台

有 有有

・・・

）））

無無

・

有

室

無無無

・・・

有

無床

・

の概要

無無

・・

有有

室

にの及措

室で用汚
防 術等使び

手

及び予防措置

無無無

護

射
放測放放

る構造設備 の防止に関す

線 線射 射

人者表第以放

射線障害

放 が射 等

線 が下 常条 面

入

その他放

域境界居

院 住

管管患 区 表

、一す染

第と放

管理区

時る防 措

的場置止置

等が

下汚放汚汚床体食

除 と射のが浸し 染染染

線そ滑し 去に お平透 検

く に必れでにく に 査 す

必あ気く 要い る測の、
つ 器 要構 措定る体か な

置な器材、液腐造

壁・

事理

従定理管 療管

診線

等患 制責線 の 者

体他効

被方示のを の任者 を量

者被
ば す ば

組く くの

す 線
法図任実以

る週 量織選

射 密 時の

□□□□□

の

触診 と 立

６ 月る線 療 ち第 度 ３れ
医防 以る項 物従 す を 入

者 放 所定る 下場に の事

法 す防等 射 でめ護 と療
同施 る射表の用 性 放る

診密 行具 位 防防 線面護

素 措措 規 療度措 元 護護

事の則度置置）

従限等

□□□□

置

域 理 理 第 面
密者

び 項 度の ３ 区 以及 区 ６
医で敷 に下域被 を月 域

め下 あ 療地 とへ 定ば 以

施す と るる す境 法のく

入の 行る す る旨 表界 立

則制 密実 防実 る 規を 面

護 す限 第護 度効効 防 示

限線線

措

を置を

条度量量 措 標措

す 項性

２射
のの置識置

に

る素

める元

定位

に同
さ

度護染

限汚

度で 防 濃

れ

の
措る

有有

下置の

以物

・

：
数

台
・有

名
器
定

測

そ

無

蛍電

の 光子

他 ガ式

線ラポ

有有

計線ッン

量スケリ
量含

計線型

量トグ有

含
型

グ
ン・・・

リ計）

防バそ

）無無無

か鉗
ん

クル

・スア他

子護イの

ピ
ッ 有ンル

セーー

ンリシ

トド

衝ジ

護ン

防 ・リ

□シ
、

無ー

立シ

・・・・

有有有有有

ル

無無無無無

・ 一
八

ド

）

無無

・・

））

）））



記
別

別第

記
平 第号
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十 十式

三 四
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四 様
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別

４５６記

療放つら別第 排診診用射い選記 気療療放線て任第号 ・用用射管はす

二様 排放放性理、る

十 水射射同責診こ式

設性性位任療と一か 備同同元者用。号ら の位位素の放様別

道 公 報

意位各質

注１２３
厚面

事診隣元室、診図

使とさは
療 項療接素ご

放 放名用に、、
用 用室

源面源
射 射、室線表線

同階放ののか
性 性上、

位 位及射位仕ら
同

号外第

に 療素又名

診元師氏療
す 放使歯び関 用をは及

経

性す医射る 射用科放

位医の診歴

同る師線

号

月 式条

一 か関診

日 ら療 係

別用 ）

記放

第射診診

二線療療

日 十照用用

七射放放

曜 号器射射

様具線性

日 式

等照同

ま

翌射位

位元元を所射

式記 置素素手属性

か 及使使術、同第

び用用室職位ら

排室室、種元別号 及素 気等で記様 び又 ・の診

第式 氏は 排構療

二 水造用等名放ま

の設放でを射十で 系備射一記性三 統が線時載同号削 を法照的し位

様除 示令射にた元

式

置用面に

すの装使書素

図基ま

線置上の
面準又すをよ

素 素下治、げ距
元 元び

病源料
使 を階療線材離
用 使の
、ら縮） 室 用室室か、
と る、貯天尺、 等 す名

、び尺 居 医周蔵井及縮

等の設床方及 住 師囲施

を方 域 の状及及位び 区

並廃周記位 、 氏況びび

記 地 欄び棄囲入を 敷 名

設画た入 境 にに施のし

氏

、理の壁縮し 界 は管

射射

放示放

籍及
種

職
名

任 理組責 管理
管 線す線

を図任
選 制の 織 体者

で

年
器元

を

使
具素

次
の用

よ予

う定

に届

改
め
る
。

で をにはる添っを 添適診場付て

次 付合療合す汚

の

射はこさ

すす放にる染

るるよ

ここ線、とれう とと照放。たに 。を射射た物

改 示器線だ等

め

計を理、取

す具管しを

る

算使体放り。

をすを線う

書用制射扱

付場す理務

添る示管実

と縮 び 使区平等図た 及

の図外す図 病 用域面の

す の る標及側ると 室 す

断でとる 関 全識びまこ
が の位面の。こ 係 員の

離。。 わ 氏置図距）と

を明添） か

名をを

。 る

並面

入しす）図

記記付
に添

る診こびを

すたる

と用画付

こ療と

日番
月録
年登
録籍
登び

る
す

関
に

療
診

線
射

放
号

無無

・・

有有

務事管名

意氏 事連注１
す
の載 上者記 絡項理を
氏

る及織任の

す合組責者

と診とにか

こび図者中

。
す用
位す 関療

に診同関

事射素事

る放元る

こ

射面等る

。放図壁す

同、材と

性はの

線

理以射

病又診物日放
器

減診射

療半の照

的下
期療

歴
経

用

北保期療

健 海医

性

知法以射 所 道療日放
の同

事長第下

、と 所実はこ
名る の先

行 所施

の法
療 者

医。 務

の

氏条

び４
第 及

令 属 在

化形年名

項性に項

地名

用用

性 使使

射 間間

年放

数数 元学 定定 位 予予 同
の

量量 素
種

用具

類形状称

院は所
在位

同
性

射

名所放型個

称地類式数

種
の

素
元

３用素

第療元

様条診位
年

び線翌

及射の

項放）
照

法具け

管療器お

医射に
療用

行医使

者施、る

理

第
２

住氏規

１
項

届
く

づ
基
に ）

一 出

九 に
記
載

））

さ ）

）

行を

第施定

則法予

）

所名

ま

３第出

第則け

条規届

項
に項
定２

規第。

の条す

た
れ

月
年

物定
り規

よの

印半り
的よ
理に

者
理
管

日減診



理 絡事管 務

意 事連注１

所実所氏
の の先者

上項
は 属

名

北 海

更内

療の
更

又診変変変

所年の変変名

は所容

更

道 公 報

則院 用規
療行

診施
法病

名 ッ第
エ
ク
ス条

号外第

第

北保 号

海 様

道健

式

知所

第事長

関
条様

号

事の
者

２
平務連
成上絡
十の先
三連を

年絡記

四

療 者び医 在、 及 務

先載

行
施 地の名法

氏

令
第

月理更更

第
２

の
条

４ ）

地日由前後称

在

称 のの
置項

装１
線第

）

理項よ

管事に
出定

届規
出

住氏更け
変届

者をり

線
ス

ク
ッ

）エ

係

たま
し 装

月はす

一、る

日

に
出

届。
該と

当こ

日

す
関

曜

照
る

日

づ
基

に
項

１

に
会

く
届

月
年

た
れ
さ
載
記
に ）出

医
、

で。

所名のす

日 ）

第
法
療

届
更

変
置

び
及
項
３
第
条

病
る
き

で
答

回
し

対

月
年

２

者
理
管

所
療
診
は
又
院

意を

注１
前す

項該更載

事当変記

に変こ

設・る

施

７８９

日

１２３４５６

療

印医

別

エ 紙

装ク理号 様ッ整番 ３４
別の線届 更の置ス

変式
の更置年 内紙変装出 の

名事の

氏者
２

務
実
の

容 を

載の先

記上絡

を務連

付の
え後。

備更と

す連

いエ
て、

れは
らに
け欄

ス装
ク線
ッス

エク
るッ

、当つ変日 は該にの月

・

該項て前変 当事い更

別更

出別、変更 届をは
類を一

内書紙後前 の添
応し付表

にと添覧変 容

絡記

後 て添る

じてす更

。、る

とはす

こ先載

る
す
関

に
出

届。
該と

当こ

を作
置製
装の

線置

照
る

す式
載型

記、
て名

全者

こ

及
。数
と球

こ管
る、

こ用 事る。

更すと

変付
な

に
か
ら途 明。

がと
項

に
会

、所 う場 よ用 る使

る
き
で

答
回

し
対

二病

〇

別

力
出

格
定

び

診
は
又

院

考

第備

記

務
実
の

所
療

号



療変 更

又診変変変更

平 更

成 は所し

十 よ予三 所年 う

四 定

北 海

器た出病

放。
の 療、す

い 診具ま

名 医 エ性
、 高射院 で 用

ル位
療 ネ同

道 公 報

様
事長

知所 道健 海
北保

号外第

記
別

６

第

備

号 考

様 欄

式

は
に
、第

新

号

途用

装こ用使

る
３４５

欄

台に所

１。欄場

置と
き別は

つ、に

には

月 更 と

一 す年日

地由日前

理

月

る

在

日

曜

日

ー素
第 ギ元

法

）

線診
第 射備

条 放装
器び称 管生機及

発療項
法

、診療

者置、医

理装

診

用放行

療用施

氏診療

性
位射

同放
性用

射療
放

診素
備元住

装位
素同

元
療

係診診診 療 、関診 規条

用用 高 止）療療療 用 廃

射射 ネ 更高放放 エ 、用
照照 ギ 、ネ線線 ル 新エ
装器 放 設ギ射射 ー 移ル

別射 線 の放置具 射 等ー

療

管第医

２記、

発

球

づ

を式基

上様に

以号法
の許

す紙て

用別い

使の

は名受

合途を

場用可

る

月
年 第

射性則

名放射規

日 ）

線同
照位

項

置）２

装素第

射元条
事定

療出規

診届の

、の
線変り

射をよ

放項に

用

記発 生 を線

月
年

器
機所

変 る置 等 す装 置 載生 装 準た

、にけ
。届 と更 こ

ご記等

球て名

管じ室

１

す

用る載

のす記

と載を

室と

び。こ

及とる

途こ

知所 道健 海
北保

を
名。

日射しけ

印照更届

事長

第

３

号 者そ別

様 の変れ添

式

絡のれ類

連更ぞ書

先内別と第

氏 事連注１２
を容記し

理を務 絡事管名事 務

意
の載の の先者記上

上項 変
の内容

す
載
記

氏す連

診診診放

住氏
者

理
管

様

用用用性

ッ療療療射

エ
エ射射位

ス高放放同

ク
ル照照素

装ネ線線元

線
ー装器備

ギ射射装

置

添関

記は第て条

載、
装様す）エ

す各号付係

と等のこッ

こ置式る

る
るの

係紙。ク 。に別と
か装

の１

線 出の
届そス

はこ先 務名る絡 所実

内

当 所医。、 の、とは 者

出 び施届 及法該 属 在療
４す

第関 地名令に 氏行
条る

の照

所名

後称

更

名

二
一

発器

線機

射療

放置具診 にそ置

容ら

月
年

置
装
生 変で廃 てま

じ５等 応の
が届

項該届

事当

止 更の

会 ）

にる
か係

らに
明出

答

に回

項し

１対

第に

２
届る

くき

づで

基
出病

に院

該

日

印

さ診

載は

記又 ）

療

、を
う目

よ項
る当
な

者務

理実

管の

た所

れ



第

２

別号 氏者

記様 名事の

第式 を務連

二の 記上絡

十２ 載の先

七 す連を

号 る絡記第

様 こ先載

北 海

止事管 務

意 廃事連注１
氏
の の先 後者

上項理 絡

は 務

名 名所実 の

道 公 報

止した装置等の概要廃

作止 ッ備

製エ放装廃止

の 線 スて 者

時 クし 射後

射 装た装 発 名放 線い

の

、

号外第

療装 法
療病又診廃廃廃

第

院は所止

項
３名所 第置 止 条

号

診
エ療

平ッ用
成ク放
十ス射
三線線
年装照

四置射

式 とはす条

の 。、る関

次 当こ係

に 該と）

次 届。

の 出

一 に

様 関

式 す

を る

加 照

え 会

る

法 室

療 の

用医 者、

使

に

第 の及令
行 等属

在施

所

途称地名の

氏条 用４ び

第
２

装同 又射置 型性 生 置放

及元 置 診同等 位 式は性

処 の 用元 の び素の 療位

格分 量 エの数 定 台高素

ネ種 個

出方 ル類

ギ及 ）

年

等 及

し

） 数ー力び法

行月

施
法在の

療た

医
び

第
則

名 規理

称地日由称

第
条

月、器

一診具

日

ネ同
エ性

高射
用放

療、

日

ギ元
ル位

曜

放装
ー素

日

線診
射備

。

又
院
病
る
き

で
答

回
し

対 １

所
療
診
は

項
に
出
届
く

づ
基

に ）

記
載

た
れ
さ ）

１
項

届月 り
よ
に
定年 規

の）

け
出

器
生機

発療
。
す日 ま）

な
療え
診備

、を
置）

装
の
照た
線っ
射な
放く
用

絡 務
事連

務
実
の

装で
射

廃療同届
者
理
管

の先
上 概

し放元の

止用位出

廃 診廃

診性の要 止

た射素 用第
療則療 診規

行病又
院は所

止 放 長
知所 道健 海

北保

射条

大
最名所実

、医
置、

事

属 定在

所 予

の 蔵

者 貯

務
び 量

及 数

氏

月

放化形年３１

称地名

大 最 性使最 間 し射間日

用 位予用 た使使 同用大

数 素数定定 元定予予 学

の量量量

理数

種

同３
性第名所

由類形状

在

を定
素規

元の年

位項
け

く届
なり月

えよ
備に

管

様

称地日 たま
っ出

な 性
射

放
用

療
診

住氏
者

理

）

同

）

で。
のす）））

）

、
医

第年 法
療）

３月 第
条

項
及

廃
素

元
位

月
年

所名

び）

届
止

二
二

日

印

施
法

療
医日



性止 射射

放放又廃

平

は措 同 性

成 位 同

十 元 位置

三 素名 元年

素に廃後

四

北 海

療し 法有 療病又診廃所
た 止 規院は所い 行て 施

射 第名所放 則

道 公 報

知用 所 道療 健 海診

北保

同

様性
射

事長放

号外第

記
別

別第 者

記 の

第号 連

二様 絡

十式 先

八 を
号 記第

様 載

号

１２

事理を務

意管名事

注氏
す連

）の載の

項者記上

よの はこ先

名る絡

氏

月 っ

に

一 て よ棄使

日

れ

染さの室 染 汚

用 汚 る

た

除等

日

の の物概の 去

曜

要渡要途称

譲 概用

日

性

在素 項元 ３位 第年同 条
よ及 に類 定月種 規の の

出
け称地日量 届数 りび

理の

管後
止

廃
の

素
元

位
じ
講

住氏を
置

者措

式 す条

を る関診

次療 こ係
の用 と）
よ放 。

う射 に

性 改
同 め

る位

。

当

医。、

、とは

廃
素

元

関

令に

行出

施届

法該

療

に

２会

の照

条る

４す

第
第

ま
す

月
年

。）

療
医

、
で

の

所名た

日 ）

第
法

置
措

の
後

止

及
項
３
第
条

答

に回

項し

１対

月
年

届

院

出病

届る

くき

づで

基

所

れ療

さ診

載は

記又

に
た

別

検記 「 「
別 査 検 変第

記 用 体 更２

第 放 検 届号

二 射 査 書様

号 性 用 」式

様 同 放 を

中 号 北
第 ） 臨 海「

使 三 の 道 平床
用 条 一 臨 規 成検
予 第 部 床 則 十査
定 一 を 検 第 三技
届 号 次 査 七 年師

医

印び

す ５

る 臨 こ 者を

。 床 の の放添

検 規 附 連射付

査 則 絡性す

技 は 則 先同る

師 、

た

注１２３４
日

を位こ

管名放定放年事

意氏測

上

項理を射値射月務

事

を同、の

者記性等性日

氏す位記位方連

の載同

絡 務
事連

者務

理実

管の

の先
上

式 位 射第 「
か 元 性 検３

ら 素 同 体条

別 廃 位 検関

記 止 元 査係
第 後 素 用）
六 の 廃 放
号 措 止 射
様 置 届 性
式 届 」 同
ま 」 に 位
で に 改 元
を 改 め 素

書 中 の 技 十 四、
」 よ 師 二 月衛「
を 設 う 、 号 一生
置 に 衛 日検「

検 届 改 生査
体 書 正 検技
検 」 す 査師
査 を る 技等
用 。 師に「
放 検 等関射 体 にす性 検 関る同 査 す法

、 公 記元と

衛 布 載素。

生 の すに

検 日 るよ

査 か こっ

技 ら とて

師 施 。汚

等 行 染

に す さ

関 る れ

す 。 た

る 物

法

、先

名る元載元法絡

を

にるに譲は

はこ素す素

当

医。よこよ渡、

、と
汚。て名該

療るとっ先

除染廃出

施染汚、届

法

のれ業関

令去さ棄に

行

要物名る

４概た者す

第

者
務

所実

のはの等照

条

地名
氏

び
及

属

在

所
の

次 め 、 変
の る 同 更
よ 。 条 届
う 第 」
に 五 に
改 号 改
め 中 め
る 、「
。 廃 同

二 止 条
三 後 第

の 四
措 号
置 中

位 用 る律元 放 法施素 射 律行翌 性 施細年 同 行則使 位 細
用 元 則（

昭予 素 の 北
和定 備 一 海
四届 付 部 道
十」 届 を 知
六に 」 改 事
年改 に 正
北め 改 す 堀

律 譲

施 渡

行 又

細 は

則 廃

の 棄

一 し

部 た

を 場

改 合

正 は

す 、

る 受

規

汚渡記に

２、譲を会

領

のはすし

１染又載対

第

去棄こ答

に除廃る回

項

行概。き

づをのとで

基

院

出たは病

届っ要る

く

日渡は

記月譲又

に年、

さ、・診

載

）
）

届 「
書 廃
」 止
を 届
書「

検 」
体 を

海、 め る
道同 、 規
規条 同 則
則第 条 達
第三 第
十号 二 也

中 号 四

則 書

を 等

こ の

こ 写

に し

公
布

をの

た所棄所

れ場廃療

者法っ務

理方行実

管、
、



紙
別

づ事絡別

査基連

２３４
をを

の設い務先紙

所開
在定登の記添

所予て上
を絡すす

地者録連載付

記は受先るる

を又

北 海

設 絡事開 務

意 事連注１

名所実者
定 の先予

上項
は 務又

道 公 報

生 る第衛予

検 検法

使 所 検第の査 体律条定

２ 査

項

放の１用 名所 用条第
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